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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第50期

第３四半期　　　
連結累計期間

第51期
第３四半期　　連
結累計期間

第50期
第３四半期　　連
結会計期間

第51期
第３四半期　　連
結会計期間

第50期

会計期間

自　平成21年
　　４月１日
至　平成21年
　　12月31日

自　平成22年
　　４月１日
至　平成22年
　　12月31日

自　平成21年
　　10月１日
至　平成21年
　　12月31日

自　平成22年
　　10月１日
至　平成22年
　　12月31日

自　平成21年
　　４月１日
至　平成22年
　　３月31日

売上高 (千円) 3,926,9494,774,2201,400,1541,791,1705,337,882

経常利益 (千円) 190,759 542,149 107,302 236,114 277,629

四半期(当期)純利益 (千円) 103,360 300,712 57,793 133,251 164,412

純資産額 (千円) ─ ─ 5,531,9575,814,7285,590,340

総資産額 (千円) ─ ─ 6,538,8967,361,6946,740,806

１株当たり純資産額 (円) ─ ─ 1,115.311,172.351,127.09

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 20.84 60.63 11.65 26.87 33.15

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─ ─ ─

自己資本比率 (％) ─ ─ 84.6 79.0 82.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 383,083 537,331 ─ ─ 403,953

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △42,408△481,972 ─ ─ △67,010

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △92,061 114,342 ─ ─ △99,969

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ─ ─ 2,350,3642,508,4272,338,725

従業員数 (名) ─ ─ 249 252 248

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、新株予約権方式のストックオプション制度

を導入しておりますが、期中平均株価が権利行使価格を下回るので記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成22年12月31日現在

従業員数(名) 252  (25)

(注) １　従業員数は、就業人員であり、臨時従業員数は（ ）内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載し

ております。

２　臨時従業員には、パートタイマーおよび嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。　

　

(2) 提出会社の状況

平成22年12月31日現在

従業員数(名) 242  (21)

(注) １　従業員数は、就業人員であり、臨時従業員数は（ ）内に当第３四半期会計期間の平均人員を外数で記載してお

ります。

２　臨時従業員には、パートタイマーおよび嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績
　

セグメントの名称

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
　　至　平成22年12月31日）

金額(千円) 前年同四半期比(％)

米飯加工機械関連事業 1,235,142 ─

合計 1,235,142 ─

(注) １　金額は販売価格によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
３　衛生資材関連事業は仕入取引であるため生産実績には含めておりません。

　
(2) 受注実績

　

セグメントの名称

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
　　至　平成22年12月31日）

受注高(千円) 前年同四半期比(％)受注残高(千円)前年同四半期比(％)

米飯加工機械関連事業 1,736,985 ─ 144,892 ─

衛生資材関連事業 125,851 ─ ─ ─

合計 1,862,837 ─ 144,892 ─

(注) １　金額は販売価格によっております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(3) 販売実績

　

セグメントの名称

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
　　至　平成22年12月31日）

金額(千円) 前年同四半期比(％)

米飯加工機械関連事業 1,665,318 ─

衛生資材関連事業 125,851 ─

合計 1,791,170 ─

(注) １　金額は販売価格によっております。

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

該当事項はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、政府の景気刺激策や新興国の需要拡大の影響に

よって、企業収益の改善や設備投資などに回復傾向が見られましたが、欧米における財政不安等の影響や

円高の長期化などにより依然として不透明な状況で推移しております。

外食産業におきましては、お客様の低価格志向や少子高齢化、さらに所得の伸び悩みなどにより全般的

に、まだまだ厳しい環境で推移しております。回転寿司業界や寿司・弁当などの中食業界においては、お

客様の低価格志向に対応するため、店舗の効率化を目指した店舗統合や退店は勿論のこと、価値ある商品

づくりや経営管理努力などにより業績が比較的順調に推移しております。

このような情勢の中、スズモグループは、製品の品質性能や使い勝手等をよりご理解頂くために、当社

独自の展示会「スズモフェア九州」を計画通り開催いたしました。販売状況については、主力製品を中心

に、新規需要先の開拓を積極的に展開いたしました。海外についても、円高の影響を受けながらも、アジア

地域、ヨーロッパ地域を中心に積極的な販売活動を展開いたしました。子会社の株式会社セハージャパン

については、アルコール系洗浄剤・除菌剤等の在庫調整の影響を受けるなか積極的な販売活動を展開い

たしました。

このような結果、当第３四半期連結会計期間における売上高合計は17億91百万円(前年同期比27.9％

増)となりました。また、利益につきましては、営業利益２億35百万円(前年同期比123.3％増)、経常利益２

億36百万円(前年同期比120.0％増)、四半期純利益１億33百万円(前年同期比130.6％増)となりました。

　

セグメントの業績は、次のとおりであります。

(米飯加工機械関連事業)

米飯加工機械関連事業の当第３四半期連結会計期間の売上高は16億65百万円、利益は主力製品が大き

く貢献したことにより２億47百万円の営業利益となりました。

　
(衛生資材関連事業)

衛生資材関連事業の当第３四半期連結会計期間の売上高は１億25百万円、利益は昨年の新型インフル

エンザ特需に伴うアルコール製剤の在庫調整の影響を受けて９百万円の営業損失となりました。

　
(2)財政状態の分析 

(資産)

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ６億20百万円増加し73億61百

万円となりました。これは主に、受取手形及び売掛金が１億42百万円、有形固定資産が４億59百万円増加

したことなどによるものであります。

　

(負債)

　当第３四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末に比べ３億96百万円増加し15億46百万

円となりました。これは主に、短期借入金が１億96百万円、未払法人税等が71百万円、未払費用が29百万円

増加したことなどによるものであります。

　

(純資産)

　当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ２億24百万円増加し58億14百

万円となりました。これは主に、利益剰余金が配当金の支払74百万円により減少したこと、四半期純利益

により３億円増加したことなどによるものであります。

　

EDINET提出書類

鈴茂器工株式会社(E01724)

四半期報告書

 5/27



　

(3)キャッシュ・フローの状況

  当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第２四半期末に

比べ58百万円増加し、当第３四半期連結会計期間末には25億８百万円となりました。

　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

　当第３四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権の増加３億７百万

円、賞与引当金の減少93百万円、法人税等の支払57百万円等による資金の減少はありましたが、税金等調

整前四半期純利益２億36百万円、仕入債務の増加１億28百万円、たな卸資産の減少48百万円、減価償却費

35百万円等による資金の増加により、１億12百万円の資金の増加(前年同四半期連結会計期間に比べ41百

万円の増加)となりました。

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

　当第３四半期連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得48百万

円等による資金の減少の結果、49百万円の資金の減少(前年同四半期連結会計期間に比べ40百万円の減

少)となりました。

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

　当第３四半期連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、リース債務の返済による支

出３百万円、短期借入金の減少１百万円等による資金の減少の結果、４百万円の資金の減少(前年同四半

期連結会計期間に比べ３百万円の増加)となりました。

　

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありませ

ん。

　

(5)研究開発活動

　当第３四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は20百万円であります。

　なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

　また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありませ

ん。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

　

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,960,000 4,960,000
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

完全議決権株式であり、権利内
容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式
単元株式数は100株であります

計 4,960,000 4,960,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

平成13年改正旧商法第280条ノ21の規定に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

平成17年６月29日　株主総会特別決議

　
第３四半期会計期間末現在
(平成22年12月31日)

新株予約権の数（個） 2,400

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ─

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 240,000

新株予約権の行使時の払込金額（円） 96,100

新株予約権の行使期間 平成19年７月１日～平成26年６月29日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額（円）

　発行価格　　　961
　資本組入額　　481

新株予約権の行使の条件 　（注）

新株予約権の譲渡に関する事項 　新株予約権の譲渡、質入その他の処分は認めない。

代用払込みに関する事項 ─

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ─

（注）　各新株予約権の一部行使はできないものとする。ただし、新株予約権の割当を受けた者は、当社の取締役、または、

使用人たる地位を失った後も、これを行使することができる。また、新株予約権の割当を受けた者が死亡した場合

は、相続人がこれを行使できる。また、いずれの場合にも新株予約権割当契約に定める条件による。

その他の条件は、当社と新株予約権の割当を受けた者との間で締結した「新株予約権付与契約」で定めるところ

による。　
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(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成22年12月31日 ─ 4,960 ─ 571 ─ 399

　

(6) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。

　

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成22年９月30日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成22年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 100

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

4,959,600
49,596

権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

単元未満株式
普通株式

300
― ―

発行済株式総数 4,960,000― ―

総株主の議決権 ― 49,596 ―

（注）上記「単元未満株式」には当社所有の自己株式12株が含まれております。
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② 【自己株式等】

　 　 　 　 平成22年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
鈴茂器工株式会社

東京都練馬区豊玉北二丁
目23番２号

100 ― 100 0.00

計 ― 100 ― 100 0.00

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
　4月 　5月 　6月 　7月 　8月 　9月 　10月 　11月 　12月

最高(円) 595 644 592 610 600 590 568 539 557

最低(円) 559 555 560 570 554 526 509 500 537

(注)　最高・最低株価は、平成22年10月11日以前は大阪証券取引所(ＪＡＳＤＡＱ市場)におけるものであり、平成22年10

月12日以降は大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ(スタンダード)におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成22年４月１日から平成22年12月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成21年10月１

日から平成21年12月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成22年10月１日から平成22年12月31日

まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年12月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、優成監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,508,427 2,338,725

受取手形及び売掛金 1,093,014 950,811

たな卸資産 ※３
 768,449

※３
 821,370

繰延税金資産 79,846 79,999

その他 33,394 116,064

貸倒引当金 △1,004 △2,244

流動資産合計 4,482,129 4,304,727

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※１
 958,183

※１
 990,989

土地 766,170 766,170

その他（純額） ※１
 568,292

※１
 75,876

有形固定資産合計 2,292,646 1,833,036

無形固定資産

のれん 16,790 22,387

その他 28,342 38,337

無形固定資産合計 45,133 60,724

投資その他の資産

投資有価証券 243,611 246,763

繰延税金資産 142,193 140,899

その他 169,295 168,284

貸倒引当金 △13,316 △13,628

投資その他の資産合計 541,785 542,318

固定資産合計 2,879,564 2,436,079

資産合計 7,361,694 6,740,806

負債の部

流動負債

買掛金 361,477 372,952

短期借入金 211,980 15,040

未払法人税等 182,759 111,353

賞与引当金 61,651 114,755

その他 305,534 184,294

流動負債合計 1,123,402 798,395

固定負債

長期借入金 － 720

退職給付引当金 272,875 259,451

役員退職慰労引当金 7,233 5,133

その他 143,453 86,765

固定負債合計 423,562 352,070

負債合計 1,546,965 1,150,466
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 571,200 571,200

資本剰余金 399,850 399,850

利益剰余金 4,822,135 4,595,822

自己株式 △60 △20

株主資本合計 5,793,125 5,566,852

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 21,603 23,488

評価・換算差額等合計 21,603 23,488

純資産合計 5,814,728 5,590,340

負債純資産合計 7,361,694 6,740,806
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 3,926,949 4,774,220

売上原価 2,202,419 2,645,339

売上総利益 1,724,529 2,128,880

販売費及び一般管理費 ※
 1,543,097

※
 1,594,391

営業利益 181,431 534,489

営業外収益

受取利息 4,530 3,809

受取配当金 1,893 2,121

受取保険金 1,450 2,000

その他 3,647 2,426

営業外収益合計 11,521 10,358

営業外費用

支払利息 361 1,028

手形売却損 592 351

売上割引 1,236 1,317

その他 3 0

営業外費用合計 2,194 2,697

経常利益 190,759 542,149

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 1,507

特別利益合計 － 1,507

特別損失

有形固定資産除却損 315 279

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 10,327

特別損失合計 315 10,606

税金等調整前四半期純利益 190,444 533,049

法人税等 87,083 232,337

少数株主損益調整前四半期純利益 － 300,712

四半期純利益 103,360 300,712
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年10月１日
　至 平成22年12月31日)

売上高 1,400,154 1,791,170

売上原価 790,604 992,724

売上総利益 609,550 798,446

販売費及び一般管理費 ※
 504,182

※
 563,120

営業利益 105,368 235,325

営業外収益

受取利息 1,352 1,130

受取配当金 283 301

その他 1,171 411

営業外収益合計 2,807 1,843

営業外費用

支払利息 100 324

手形売却損 221 64

売上割引 547 666

その他 3 0

営業外費用合計 873 1,054

経常利益 107,302 236,114

特別損失

有形固定資産除却損 50 37

特別損失合計 50 37

税金等調整前四半期純利益 107,251 236,076

法人税等 49,458 102,825

少数株主損益調整前四半期純利益 － 133,251

四半期純利益 57,793 133,251
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 190,444 533,049

減価償却費 128,902 90,630

のれん償却額 5,596 5,596

貸倒引当金の増減額（△は減少） △323 △1,553

賞与引当金の増減額（△は減少） △48,041 △53,104

退職給付引当金の増減額（△は減少） 21,267 13,423

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △70,729 2,100

受取利息及び受取配当金 △6,423 △5,931

支払利息及び手形売却損 954 1,380

売上債権の増減額（△は増加） △184,331 △142,234

たな卸資産の増減額（△は増加） 91,428 52,920

仕入債務の増減額（△は減少） 141,340 △11,475

未払費用の増減額（△は減少） 8,930 29,495

未払消費税等の増減額（△は減少） 24,275 9,824

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 10,327

その他 77,194 159,556

小計 380,485 694,007

利息及び配当金の受取額 5,835 5,598

利息の支払額 △361 △1,028

手形売却に伴う支払額 △592 △351

法人税等の支払額 △2,283 △160,894

営業活動によるキャッシュ・フロー 383,083 537,331

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △3,004 △2,467

投資有価証券の売却による収入 － 3,000

有形固定資産の取得による支出 △23,986 △481,524

無形固定資産の取得による支出 △12,740 －

貸付けによる支出 △1,000 －

貸付金の回収による収入 6,528 6,832

差入保証金の差入による支出 △280 －

差入保証金の回収による収入 － 113

保険積立金の積立による支出 △7,925 △7,925

投資活動によるキャッシュ・フロー △42,408 △481,972

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △9,000 196,940

長期借入金の返済による支出 △3,780 △720

リース債務の返済による支出 △4,881 △7,438

配当金の支払額 △74,400 △74,399

その他 － △39

財務活動によるキャッシュ・フロー △92,061 114,342

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 248,613 169,701

現金及び現金同等物の期首残高 2,101,751 2,338,725

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,350,364

※
 2,508,427
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
  至  平成22年12月31日)

１．会計処理基準に関

する事項の変更

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号  

平成20年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指

針第21号  平成20年３月31日)を適用しております。

これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益はそれぞれ577千円減少

し、税金等調整前四半期純利益は10,904千円減少しております。

　

【表示方法の変更】

　

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
  至  平成22年12月31日)

(四半期連結損益計算書関係)

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号  平成20年12月26日)に基づき財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令(平成21年３月24日  内閣府令第５号)の適用に伴い、当第３四半期連結累計期間では、「少

数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日
  至  平成22年12月31日)

(四半期連結損益計算書関係)

「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号  平成20年12月26日)に基づき財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令(平成21年３月24日  内閣府令第５号)の適用に伴い、当第３四半期連結会計期間では、「少

数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

【簡便な会計処理】

　

　

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
  至  平成22年12月31日)

１．棚卸資産の評価方

法

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期連

結会計期間末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっておりま

す。

また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売

却価額を見積もり、簿価切下げを行う方法によっております。

２．固定資産の減価償

却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分し

て算定する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

　

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
  至  平成22年12月31日)

１．税金費用の計算

 
当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
　

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　2,060,084千円※１　有形固定資産の減価償却累計額　1,976,483千円

　２　手形割引高及び裏書譲渡高

受取手形割引高　　　　　　　 　 7,987千円

受取手形裏書譲渡高　　　　　  138,720千円

　２　手形割引高及び裏書譲渡高

受取手形割引高　　　　　　 　　61,376千円

受取手形裏書譲渡高　      　　 98,396千円

※３　たな卸資産

商品及び製品　　　　        　431,118千円

仕掛品　　　　　　　        　 97,733千円

原材料及び貯蔵品　　　  　　　239,598千円

※３　たな卸資産

商品及び製品　　　　　　　    548,805千円

仕掛品　　　　　　        　 　46,458千円

原材料及び貯蔵品　　 　　　 　226,106千円

　

　

(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

　

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

※  　販売費及び一般管理費の主なもの ※  　販売費及び一般管理費の主なもの

従業員給料　     　　　    　540,535千円 従業員給料　     　　　    　536,719千円

法定福利費　          　     107,041千円法定福利費　          　     113,565千円

賞与引当金繰入額　　        　40,593千円 賞与引当金繰入額　　        　36,404千円

退職給付引当金繰入額        　14,951千円退職給付引当金繰入額          15,535千円

役員退職慰労引当金繰入額     　4,950千円 役員退職慰労引当金繰入額     　2,100千円

販売促進費　　          　    70,029千円販売促進費　　          　    95,497千円

旅費交通費　            　    96,716千円旅費交通費　            　   103,030千円

　

　

第３四半期連結会計期間

　

前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日)

※  　販売費及び一般管理費の主なもの ※  　販売費及び一般管理費の主なもの

従業員給料　     　　　    　179,088千円 従業員給料　     　　　    　178,991千円

法定福利費　          　    　35,477千円法定福利費　          　    　39,458千円

賞与引当金繰入額　　        △28,476千円賞与引当金繰入額　　        △53,320千円

退職給付引当金繰入額         　4,935千円退職給付引当金繰入額         　5,956千円

役員退職慰労引当金繰入額       　700千円 役員退職慰労引当金繰入額     　　700千円

販売促進費　　          　    12,302千円販売促進費　　          　    45,449千円

旅費交通費　            　    32,361千円旅費交通費　            　    36,145千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 2,350,364千円

現金及び現金同等物 2,350,364千円
 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 2,508,427千円

現金及び現金同等物 2,508,427千円

　

(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成22年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　

至　平成22年12月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 4,960,000

　
　
２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 112

　

　

３　新株予約権等に関する事項

　　　　該当事項はありません。

　

　

４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 74,399 15平成22年３月31日 平成22年６月30日

　

　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)及び前第３四半期連結累計

期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

当社及び連結子会社の事業は、米飯加工機械関連事業の単一事業であります。従いまして、開示対象と

なるセグメントはありませんので、記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)及び前第３四半期連結累計

期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日)

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、記載を省略しておりま

す。

　

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年10月１日  至  平成21年12月31日)

　

　 アジア 北米 欧州 オセアニア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 72,742 20,174 47,049 28,981 3,968 172,915

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― ─ ― ― 1,400,154

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

5.2 1.4 3.4 2.1 0.3 12.3

(注)　１．国または地域の区分は、地理的近接度によっております。

　　　２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　 (1)アジア ……… 韓国、中国、シンガポール等

　 (2)北米 ………… 米国

　 (3)欧州 ………… 英国、ドイツ、スペイン等

　 (4)オセアニア … 豪州、ニュージーランド

　　　３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　

前第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

　

　 アジア 北米 欧州 オセアニア その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高(千円) 218,99962,360143,862106,352 6,440 538,014

Ⅱ　連結売上高(千円) ― ― ─ ― ― 3,926,949

Ⅲ　連結売上高に占める
　　海外売上高の割合(％)

5.6 1.6 3.7 2.7 0.2 13.7

(注)　１．国または地域の区分は、地理的近接度によっております。

　　　２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　 (1)アジア ……… 韓国、中国、台湾等

　 (2)北米 ………… 米国、カナダ

　 (3)欧州 ………… 英国、フランス、ドイツ等

　 (4)オセアニア … 豪州、ニュージーランド

　　　３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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【セグメント情報】

(追加情報)

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平成

21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号

  平成20年３月21日)を適用しております。

　

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社企業グループは、製品・サービス別に事業を区分しており、各事業部門は、取り扱う製品・サービス

のついて国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

当社企業グループは、製品・サービス別のセグメントから構成されており、「米飯加工機械関連事業」及

び「衛生資材関連事業」の２つを報告セグメントとしております。

「米飯加工機械関連事業」は、主として寿司ロボット、おむすびロボット等の米飯加工機械の製造・販売

及び保守をいたしております。「衛生資材関連事業」は、主としてアルコール系洗浄剤、除菌剤等の製造・

販売をいたしております。

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額　　
 (注)１

四半期連結損益
計算書計上額
(注)２米飯加工機械　

関連事業
衛生資材　　　関
連事業

計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 4,344,363429,8564,774,220 ─ 4,774,220

セグメント間の内部売上高
又は振替高

─ ─ ─ ─ ─

計 4,344,363429,8564,774,220 ─ 4,774,220

セグメント利益 536,196 3,890 540,086 △5,596 534,489

(注)１　セグメント利益の調整額△5,596千円は、のれん償却額であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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当第３四半期連結会計期間(自  平成22年10月１日  至  平成22年12月31日)

　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額　　
 (注)１

四半期連結損益
計算書計上額
(注)２米飯加工機械　

関連事業
衛生資材　　　関
連事業

計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 1,665,318125,8511,791,170 ─ 1,791,170

セグメント間の内部売上高
又は振替高

─ ─ ─ ─ ─

計 1,665,318125,8511,791,170 ─ 1,791,170

セグメント利益又は損失(△) 247,133 △9,941 237,191 △1,865 235,325

(注)１　セグメント利益又は損失の調整額△1,865千円は、のれん償却額であります。

２　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

　 　

　 1,172.35円
　

　 　

　 1,127.09円
　

　

２．１株当たり四半期純利益金額等

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
  至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
  至　平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 20.84円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ─円
　

１株当たり四半期純利益金額 60.63円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額  ─円
　

(注)１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、新株予約権方式のストックオプション制度を導入し

ておりますが、期中平均株価が権利行使価格を下回るので記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
  至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
  至　平成22年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 103,360 300,712

普通株式に係る四半期純利益(千円) 103,360 300,712

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(株) 4,960,000 4,959,928

　
第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 11.65円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額  ─円
　

１株当たり四半期純利益金額 26.87円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額  ─円
　

(注)１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、新株予約権方式のストックオプション制度を導入し

ておりますが、期中平均株価が権利行使価格を下回るので記載しておりません。

２　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎　

項目
前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
  至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
  至　平成22年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 57,793 133,251

普通株式に係る四半期純利益(千円) 57,793 133,251

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(株) 4,960,000 4,959,888

　

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年２月10日

鈴茂器工株式会社

取締役会  御中

　

優　成　監　査　法　人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    鶴　見　　　寛   　 印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    陶　江　　　徹  　  印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている鈴茂

器工株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平

成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12

月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、鈴茂器工株式会社及び連結子会社の平成21年

12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経

営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年２月10日

鈴茂器工株式会社

取締役会  御中

　

優　成　監　査　法　人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    鶴　見　　　寛  　  印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    陶　江　　　徹　    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている鈴茂

器工株式会社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平

成22年10月１日から平成22年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年12

月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、鈴茂器工株式会社及び連結子会社の平成22年

12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経

営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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